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日時10月16日(日)午後3時 

会場国立南口鵜西友7階 
主催中央大学入場無料 
共催中央大学学員会国立支部(国立白門会 

後援国立市教育委員会 
お問い合わせ先　　堀田　090-1766-3924　　　khak間0∩@Yahoo.co. ip
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邪馬台国論争
邪馬台国(やまたいこく/やまとこく)は､ 2-3世紀に日本列島に存
在したとされる国(くに)のひとつである｡中国の史書では､邪馬台
国は卑弥呼が治める女王国であり､倭国連合の都があったとされ
ている｡邪馬台国の所在地が九州か近畿か､ 21世紀に入っても日
本の歴史学者の説が分かれている｡

『三国志』における｢覿志倭人伝｣ (『三国志』親書東夷伝倭人条)で
は､親鶏倭王卑弥呼はこの国の女王であり､約30の国からなる倭
国の都としてここに住居していたとしている｡ ｢覿志倭人伝｣では
｢邪馬重囲｣と表記されているが､ 『後漢書』には｢邪馬重囲｣とある｡
｢邪馬台国｣の通称は､ ｢邪馬重囲｣の‖垂-iの字を､一一台日をもって代

用したものである｡また､耶馬台国とも記述される｡弥生時代の1-
3世紀に倭国にあったと推定されている｡女王が治めていたことか
ら覿志倭人伝では女王国とも記されている｡

(ウイキペディア｢邪馬台国｣より)

三国志親書第30巻烏丸鮮卑東夷伝倭人条(覿志倭人伝)
作者陳寿(ちんじゆ)(二三三一二九七年) 239年朝貢

観の領土で朝鮮半島北部ないし中部に当時あった郡[帯方郡Iから邪馬台国に至る道程

対海国.一大国.末慮国､伊都国､奴国､不靖国､投馬国､邪馬台国

南には男王卑弥弓呼が治める狗奴国があり女王国と不和で戦争状態にあった｡
租税や賦役の徴収が行われ､国々にはこれらを収める倉がつくられていた｡また､市場が各地に開かれ.
大儀という官がこれを監督していた｡

女王国より北の諸国には特に一大率という官が置かれ､諸国を監視し､伊都国で治めていた｡鶉の刺史の様な
ものである｡王が魂の都､話方郡.韓の国々に使者を派遣するさいや､郡の使者が倭国に来たさいは､皆が港に
臨んで伝送文書と贈物を披露し照合して女王に送っていたので間違いは起きない｡
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｢皆誌面文身｣というように男子はみな顔や体に入れ墨し､墨や朱や丹を塗っている｡

男子は冠をつけず､髪を結って蕾をつくっている｡女子はざんばら髪｡潜水して貝などを採る｡

その風俗は濡らではない｡男子は皆雷を露わにし､木綿で指頭｡その衣は幅広い布を結び合わせているだけである｡
婦人は髪に被り物をし届紛である､衣は革彼のように作られ､中央に孔をあけ､貫頭衣である｡
牛･馬･虎,豹･羊,鶴はいない｡兵器は矛･盾,木弓を用いる｡土地は温暖で､冬夏も生野菜を食べている｡

人が死ぬと10日あまり､英泣して､もがり(喪)につき肉を食さない｡他の人々は飲酒して歌舞する｡埋葬が終わると

水に入って体を清める｡墓には棺はあるが樹はない｡

倭の者が船で海を渡る時は持衰(じさい)が選ばれる｡持蓑は人と寝せず､訓ま取らず､
服は汚れ放題､肉は食べずに船の帰りを待つ｡船が無事に帰ってくれは褒美が与えられる｡船に災難があれば殺される｡

特別なことをするときは骨を焼き､割れ目を見て吉凶を占う｡
身分の高い者は4､ 5人の妻を持ち､身分の低い者でも2､ 3人の妻を持つものがいる｡

千



倭国には元々は男王が置かれていたが､国家成立から70-80年を経たころ､漢の霊帝の光和年間に政情不安が
起き.歴年におよぶ戦乱の後､女子を共立し王とした｡その女王が卑弥呼である｡この戦乱は､中国の史書に書か

れたいわゆる｢倭国大乱｣と考えられている｡

女王は鬼道(後述)によって人心を掌握し､既に高齢で夫は持たず､弟が国の支配を補佐した｡卑弥呼は1,000人の

侍女に囲われ宮室や楼観で起居し､巡らされた城や柵､多数の兵士に守られていた｡王位に就いて以来､人と会う
ことはなく､一人の男子が飲食の世話や取次ぎをしていた｡

印

女王は景初2年(3年の誤記か(239年))以降､話方郡を通じ数度にわたって艶に使者を送り､皇帝から親覿倭王
に任じられた｡

正始8年(248年)には､狗奴国との紛争に際し､話方郡から塞曹操史張政が派遣されている｡



卑弥呼が死去すると大きな境墓がつくられ､ 100人が殉葬された｡その後､男王が立てられたが､
人々はこれに服さず内乱となり1,000人が死んだ｡そのため､卑弥呼の親族で13歳の少女だった重輿(壷輿)

が王に立てられた｡先に倭国に派遣された張政は緻文をもって萱輿を諭しており､重興もまた委細二億着を送っている｡

邪馬台国所在地論争

論争が始まったのは江戸時代後期である｡新井白石が｢古史通或問｣において大和
国説を説き､ ｢外国之事調書｣では筑後国山門郡説を説いた｡

国学者の本居宣長は｢日本こそが中国(中心たる国)であるべきであり､日本の天皇
が中国に朝貢した歴史などあってはならない｣という立場から､ ｢取戎概言｣において

九州熊襲説を提唱した｡大和朝廷とはまったく別王国を想定し､筑紫(九州)にあった
小国で卑弥呼とは神功皇后の名を騙った熊襲の王とする｡

江戸時代から現在まで学界の主流は｢畿内説｣(内藤湖南ら)と｢九州説｣(白鳥庄吉
ら)で別に､邪馬台国が九州から畿内に移動してヤマト政権となった〟とする｢東遷説｣
がある｡

｢連続説｣ (連続読み)- ｢覿志倭人伝｣に記述されている順序に従って方角を90度読

み替えたり距離を修正しながら比定していく読み方で､帯方郡を出発後､狗邪韓国,

対海国,-大国を経て北部九州に上陸し､末鷹国"伊都国,奴国,不弥圏,投馬国,那
馬台国までをl圃こたどる｡この読み方だと畿内説｡

｢放射説｣ (放射読み) -榎一雄の説｡伊都固までは連続読みと同じだが､その先は

距離を修正しながら伊都国から奴国､伊都国から不弥国､伊都国から投馬国､伊都
国から邪馬台国というふうに､伊都国を起点にする読み方｡多くは九州説｡



考古学からみた邪馬台国

･邪馬台国(2世紀から3世紀)は､弥生時代末

期～古墳時代初頭に相当する｡
･三国志の記述と考古学的事実の整合性につ

いて検討する必要がある｡

･卑弥呼の墓　大形の弥生墳丘墓または最古

の前方後円墳と考えられる｡

･魂からもらった鏡については､三角縁神獣鏡

が考えられてきたが､矛盾が多く不明｡
･墳墓や宮殿跡?等の存在から近畿(纏向)が

有力だが､絹,鉄の出土量から九州説も｡

風俗の記述
男子はみな顔や体に入墨を施している｡人々は朱や丹を体に塗っている｡

蓮豆(たかつき)を用い､手で食べる｡ (箸を使用していない)

男子は冠をつけず､髪を結って蕾をつくっている｡女子はざんばら髪｡

潜水して漁をおこなう｡

着物は幅広い布を横で結び合わせているだけである｡

兵器は矛､盾､木弓を用いる｡その木弓は下が短く上が長い｡

土地は温暖で､冬夏も生野菜を食べている｡

人が死ぬと10日あまり芙泣して､もがり(喪)につき肉を食さない｡他の人々

は飲酒して歌舞する｡埋葬が終わると水に入って体を清める｡墓には棺はあ
るが樹はない｡土を盛って塚をつくる｡

倭の者が船で海を渡る際､持裏が選ばれる｡持裏は人と接さず､乱を取らず､
服は汚れ放題､肉は食べずに船の帰りを待つ｡船が無事に帰ってくれば褒
美が与えられる｡船に災難があれば殺される｡

特別なことをする時は骨を焼き､割れ目を見て吉凶を占う｡ (太古)

長命で､百歳や九十､八十歳の者もいる｡

法を犯した場合､軽い者は妻子を没収し､重い者は一族を根絶やしにする｡



最古の古墳

①亙型化した前方選甲墳または担互選塑
撥形に開く前方部,前方部長:後円径≒ 1:1
竪穴式石室,割竹形木棺,宮山型特殊器台･都月型埴輪

②　四神四獣鏡を中心とし三神三獣鏡を含まない三角縁神獣
鏡の一群を副葬

③奈良県箸墓古墳(280m),兵庫県西求女塚古墳(紳loom),
兵庫県権現山51号墳(43m),滋賀県雪野山古墳(70m)など

④青龍三年(235年),景初三年(239年),景初四年(240年),
正始元年(240年)銘をもつ鏡の存在から3世紀中頃が古墳
出現年代の上限

魂志倭人伝関係参考文献

新訂　魂志倭人伝,後漢書倭伝,宋書倭
国伝,隋書倭国伝
一一中国正史日本伝1 --

石原　道博　編訳

岩波文庫　青401-1体裁-文庫判　定

価(本体540円+税) 1985年5月16日

iSBN4-00-33401 1 -6

岩波書店
覿志倭人伝の考古学
佐原　真

体裁-A6.並製,カバー,408頁　重版中

2003年7月16日

ISBN4-00-600106-1 CO121

吉川弘文館,

覿志倭人伝を読む　2000年

佐伯有清
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